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高校よせがきノートの店

高校よせがきノート（新橋の居酒屋ノート）を
はじめたのは1987年７月４日、
2022年に3267冊になりました。

できるだけ長く続けたいと思っています。

高校よせがきノート  ホームページ
http://koukou-yosegaki.com

東京都港区新橋1-16-4　りそな銀行地階
０３－３５０８－９２９６
休業日　日曜・祝日・月曜

有明海・玄海の珍しい魚介類を毎日空輸。
九州の産品にこだわって、
数々のメニューでおもてなし、

家庭的雰囲気の中、親子で皆様のお越しを
お待ちしております。

九州郷土料理

〒100-0014
東京都千代田区永田町2-14-3 東急プラザ赤坂3F

電話 03（3592）0393（代）

北京有薫「一心」　
五道口店・北京師範大店・経貿店・建外店も宜しく

http://www.akasakayukun.com
E-mail yu-kun@dmail.plala.or.jp

（昭42年　明善高校卒）店主　髙山喜一郎



　
河
野
昭
修
は
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
八
月
二
十
二
日

に
福
岡
市
で
生
ま
れ
た
。
戦
後
の
旧
制
中
学
か
ら
新
制
高
校

へ
移
行
の
時
代
に
、
修
猷
館
高
等
学
校
野
球
部
の
エ
ー
ス
で

四
番
打
者
、
そ
し
て
主
将
を
務
め
た
。
甲
子
園
を
目
指
し
た

が
、
最
強
の
ラ
イ
バ
ル
小
倉
高
校
に
は
、
甲
子
園
で
二
連
覇

の
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
福
嶋
一
雄
と
原
勝
彦
の
バ
ッ
テ
リ
ー

が
お
り
、
不
運
に
も
そ
の
道
は
阻
ま
れ
た
。

　
そ
の
後
早
稲
田
大
学
野
球
部
に
進
ん
だ
も
の
の
、
外
国
航

路
の
船
乗
り
で
あ
っ
た
父
が
、
戦
後
外
地
に
抑
留
さ
れ
、
学

費
が
途
絶
え
た
の
で
中
退
。
帰
郷
し
西
日
本
鉄
道
本
社
に
職

員
と
し
て
入
社
後
、ノ
ン
プ
ロ
西
鉄
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
。

　
一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
、
プ
ロ
野
球
が
二
リ
ー
グ

制
と
な
り
、
福
岡
を
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
と
し
て
、
セ
ン
ト
ラ

ル
リ
ー
グ
で
は
西
日
本
パ
イ
レ
ー
ツ
が
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

リ
ー
グ
で
は
西
鉄
ク
リ
ッ
パ
ー
ス
が
誕
生
。
翌
年
、
両
球
団

は
合
併
し
て
パ
リ
ー
グ
に
属
し
、
名
を
西
鉄
ラ
イ
オ
ン
ズ
と

改
め
た
。

　
河
野
は
西
鉄
ク
リ
ッ
パ
ー
ス
を
経
て
、
西
鉄
ラ
イ
オ
ン
ズ

に
入
団
し
三
塁
手
と

な
っ
た
。
一
九
五
〇

年
代
後
半
、
福
岡
城

跡
に
あ
っ
た
平
和
台

球
場
に
足
を
運
ん
だ

人
は
、
地
元
チ
ー
ム

に
向
け
ら
れ
た
あ
の

熱
狂
的
な
大
声
援
を

思
い
出
す
だ
ろ
う
。
今
や
伝
説
と
も
な
っ
た
西
鉄
ラ
イ
オ
ン

ズ
。
野
武
士
軍
団
と
も
い
わ
れ
、
選
手
達
の
飲
み
代
で
、
天

神
町
に
ビ
ル
が
二
棟
建
っ
た
の
で
は
と
さ
え
い
わ
れ
る
破
天

荒
な
選
手
た
ち
で
あ
っ
た
。

　
球
団
誕
生
か
ら
三
年
後
に
、名
将・知
将
と
う
た
わ
れ
「
遠

心
力
野
球
」
を
掲
げ
た
三
原
脩
監
督
の
も
と
、
宿
敵
南
海

ホ
ー
ク
ス
を
倒
し
て
念
願
の
リ
ー
グ
初
優
勝
。
ラ
イ
オ
ン
ズ

黄
金
時
代
の
幕
開
け
で
あ
っ
た
。
当
時
の
フ
ァ
ン
の
眼
に
焼

き
付
い
て
い
る
一
シ
ー
ン
は
、
シ
ョ
ー
ト
豊
田
か
ら
セ
カ
ン

ド
仰
木
を
経
て
ボ
ー
ル
が
素
早
く
フ
ァ
ー
ス
ト
河
野
に
送
ら

れ
る
、見
事
な
六・四・三
の
併
殺
プ
レ
ー
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
最
盛
期
と
も
い
わ
れ
る
一
九
五
七
（
昭
和
三

十
二
）
年
の
不
動
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
、
一
番
セ
ン
タ
ー
高

倉
、
二
番
シ
ョ
ー
ト
豊
田
、
三
番
サ
ー
ド
中
西
、
四
番
ラ
イ

ト
大
下
、
五
番
レ
フ
ト
関
口
、
六
番
フ
ァ
ー
ス
ト
河
野
、
七

番
セ
カ
ン
ド
仰
木
、
八
番
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
和
田
、
九
番
ピ
ッ

チ
ャ
ー
は
「
神
様
・
仏
様
・
稲
尾
様
」
が
流
行
語
と
も
な
っ

た
鉄
腕
稲
尾
。

　
背
番
号
九
の
河
野
は
、
サ
ー
ド
、
シ
ョ
ー
ト
、
セ
カ
ン
ド

と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
右
回
り
に
回
っ
て
フ
ァ
ー
ス
ト
に
行
き

着
い
た
、
当
時
二
十
四
歳
の
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
プ
レ
イ

ヤ
ー
。
チ
ー
ム
で
は
豊
田
・
中
西
ら
の
若
手
と
、
大
下
な
ど

の
ベ
テ
ラ
ン
の
中
間
に
位
置
す
る
貴
重
な
存
在
だ
っ
た
。
河

野
の
あ
だ
名
は
「
蠅は

え

取と
り
が
み紙
」。
少
々
の
悪
送
球
は
フ
ァ
ー
ス

ト
ミ
ッ
ト
に
吸
い
取
る
よ
う
に
捕
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
か
ら

来
た
名
だ
。百も

も
ち道
の
練
習
場
で
ピ
ッ
チ
ン
グ
マ
シ
ン
を
使
い
、

足
も
と
に
砂
利
を
敷
い
て
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
バ
ウ
ン
ド
を
捕

る
練
習
を
繰
り
返
し
た
。
球
場
に
よ
っ
て
土
質
や
硬
軟
が
異

な
る
の
で
、
す
べ
て
を
頭
に
入
れ
て
ゲ
ー
ム
に
臨
ん
だ
。
精

進
の
結
果
、
リ
ー
グ
随
一
の
一
塁
手
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
一
九
五
六
年
か
ら
三
年
連
続
で
、
日
本
シ
リ
ー
ズ
で
巨
人

を
倒
し
、
日
本
一
に
輝
い
た
西
鉄
ラ
イ
オ
ン
ズ
黄
金
時
代

の
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
に
お
け
る
最
多
出
場
選
手
は
河
野
で

あ
っ
た
。
八
年
間
の
打
者
と
し
て
の
通
算
成
績
は
二
割
四
分

三
厘
、
最
高
の
年
は
一
五
三
試
合
に
出
場
し
た
一
九
五
六
年

の
二
割
七
分
。
高
打
率
で
は
な
い
が
河
野
の
真
骨
頂
は
勝
負

強
さ
で
あ
っ
た
。

　
日
本
シ
リ
ー
ズ
二
連
覇
目
の
巨
人
と
の
第
二
戦
目
、
九
回

裏
の
攻
撃
。
一
対
一
で
巨
人
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
エ
ー
ス
藤

田
。
二
死
走
者
一
・
二
塁
で
打
席
に
立
っ
た
河
野
は
、
ワ
ン

ボ
ー
ル
・
ツ
―
ス
ト
ラ
イ
ク
と
追
い
込
ま
れ
た
が
、
外
角
高

め
の
球
に
飛
び
つ
く
よ
う
に
打
ち
返
し
ラ
イ
ト
前
ヒ
ッ
ト
。

二
塁
ラ
ン
ナ
ー
が
生
還
し
て
二
対
一
で
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
。
勢

い
に
乗
っ
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
は
、
四
勝
一
分
け
の
無
敗
で
宿
敵

巨
人
を
再
び
倒
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
河
野
は
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
に
も
出
場
し
、
犠ぎ

だ打
リ
ー

グ
一
位
の
記
録
も
残
し
た
が
、
二
十
九
歳
で
現
役
を
引
退
。

コ
ー
チ
、
フ
ァ
ー
ム
の
監
督
と
し
て
十
年
に
わ
た
り
後
進
の

育
成
後
、
一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
）
年
に
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

を
脱
い
だ
。
そ
の
後
地
元
の
デ
パ
ー
ト
で
業
務
に
励
ん
だ
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
八
月
八
日

に
逝
去
。
享
年
八
十
歳
。
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柳川観光大使

下河　秀行 氏
Shimogawa Hideyuki

No.201

柳
川
で
五
男
と
し
て
生
ま
れ
る

　

広
大
な
筑
後
平
野
の
の
ど
か
な
農
村
地

帯
、
山
門
郡
三
橋
町
（
現
柳
川
市
）
で
、
一

九
三
五
（
昭
和
十
）
年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

小
さ
い
頃
の
楽
し
み
は
、
近
く
の
二
ツ
川
で

泳
ぐ
こ
と
で
し
た
。

　
戦
時
中
、
近
隣
の
久
留
米
市
や
大
牟
田
市

は
戦
災
に
遭
い
ま
し
た
。
柳
川
市
も
田
舎
で

あ
り
な
が
ら
、
い
つ
も
空
襲
警
報
が
鳴
り
響

き
、
と
て
も
怖
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
一
九

四
五
年
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
戦
。
尋
常

小
学
四
年
の
と
き
で
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
朝
鮮
南
北
戦
争
が
起
こ
り
、
そ

れ
に
よ
り
朝
鮮
戦
争
特
需
が
も
た
ら
さ
れ
ま

す
。
そ
の
流
れ
で
、
昭
和
三
十
～
四
十
年
代

後
半
に
わ
た
り
、
日
本
は
高
度
経
済
成
長
時

代
に
突
入
。
そ
の
よ
う
な
時
期
に
学
生
時
代

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

地
元
志
向
だ
っ
た
高
校
・
大
学
時
代

　
柳
川
育
ち
の
た
め
、
高
校
は
藩
校
・
伝
習

館
高
校（
今
年
創
立
二
〇
〇
周
年
）、大
学
は
、

親
が
自
宅
か
ら
通
う
こ
と
を
条
件
に
し
て
い

た
た
め
、
福
岡
大
学
に
通
い
ま
し
た
。
大
学

で
は
新
聞
部
に
籍
を
置
き
、
自
治
会
や
学
友

会
な
ど
で
活
動
し
ま
し
た
。

　
こ
の
時
代
の
福
岡
は
、
プ
ロ
野
球
「
西
鉄

ラ
イ
オ
ン
ズ
」
の
黄
金
時
代
。
知
将
・
三
原

脩
監
督
を
筆
頭
に
河
野
、
大
下
、
中
西
、
豊

田
、稲
尾
、高
倉
な
ど
の
選
手
た
ち
を
擁
し
、

宿
敵
「
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
」
を
下
し
、
日

本
シ
リ
ー
ズ
を
三
連
覇
し
ま
し
た
。

　
今
も
そ
う
で
し
ょ
う
が
、
九
州
の
プ
ロ
野

球
フ
ァ
ン
は
熱
狂
的
で
し
た
。

新
聞
部
の
経
験
か
ら
マ
ス
コ
ミ
へ

　
学
生
時
代
の
経
験
を
活
か
し
て
、
初
め
て

の
就
職
は
マ
ス
コ
ミ
業
界（
フ
ク
ニ
チ
新
聞
）

で
、
十
六
年
間
働
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
の

フ
ク
ニ
チ
新
聞
は
夕
刊
専
門
紙
で
、
発
行
部

数
は
十
数
万
部
。
ま
た
、
フ
ク
ニ
チ
ス
ポ
ー

ツ
も
、
西
鉄
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
強
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
な
ど

の
西
日
本
地
域
で
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
ま

し
た
。
日
本
シ
リ
ー
ズ
の
こ
ろ
に
は
二
十
万

部
を
超
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
一
九
六
五
年
、
読
売
新
聞
の
九

州
進
出
と
テ
レ
ビ
新
時
代
の
訪
れ
で
経
営
不

振
が
始
ま
り
ま
し
た
。
一
九
四
六
年
四
月
に

創
刊
さ
れ
、
好
評
を
博
し
て
い
た
フ
ク
ニ
チ

新
聞
も
、残
念
な
が
ら
一
九
七
九
年
に
本
紙
、

ス
ポ
ー
ツ
紙
と
も
に
廃
刊
。
三
十
三
年
の
歴

史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
か
ら
ゼ
ネ
コ
ン
へ
異
例
の
転
身

　
フ
ク
ニ
チ
新
聞
が
廃
刊
す
る
数
年
前
、
縁

が
あ
っ
て
、
一
部
上
場
の
ゼ
ネ
コ
ン
（
大
末

建
設
）
に
転
職
。
当
時
、
転
職
す
る
人
は
極

め
て
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
人
生
は
一
度

き
り
と
、
思
い
切
る
こ
と
に
。
友
人
か
ら
は

「
マ
ス
コ
ミ
か
ら
ゼ
ネ
コ
ン
へ
の
華
麗
な
転

職
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
世
の
中
そ
ん
な
に
甘
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
企
画
力
が
問
わ
れ
る
、
慣

P R O F I L E

1935年	 柳川市三橋町生まれ
1948年	 柳川市立二ツ河小学校卒業
1951年	 柳川市立三橋中学校卒業
1954年	 福岡県立伝習館高等学校卒業
1964年	 福岡大学卒業
1972年	 フクニチ新聞退職
1989年	 十八世紀音楽祭協会世話人
1993年	 東京福岡県人会入会
1995年	 大末建設株式会社定年退職
1996年	 NPO練馬まちづくりの会理事
2002年	 石神井まちづくりの会代表
2003年	 NPOウエルカム石神井公園
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地域活動に生き甲斐を感じ、

米寿を迎える
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れ
な
い
仕
事
が
次
々
と
飛
び
込
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
い
く
の
は
と
て
も

大
変
で
し
た
が
、
お
陰
様
で
健
康
で
楽
し
く

仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

在
職
中
か
ら
始
め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
在
職
中
の
一
九
八
九
年
か
ら
「
福
岡
十
八

世
紀
音
楽
祭
協
会
」
の
世
話
人
と
し
て
、
初

め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
ス
タ
ー
ト
。

　
最
初
は
、
天
神
の
福
銀
大
ホ
ー
ル
で
三
夜
連

続
の
『
古
楽
コ
ン
サ
ー
ト
』
を
行
な
い
、
大

盛
況
で
し
た
。
そ
の
後
は
、
熊
本
県
小
国
町

と
一
緒
に
、
海
外
の
演
奏
家
を
招
い
て
、
悠

木
の
里
『
お
ぐ
に
古
楽
音
楽
祭
』
を
、
木
魂

館
や
町
内
あ
ち
こ
ち
の
会
場
で
四
日
間
に
わ

た
り
開
催
。
そ
れ
ら
を
九
年
間
続
け
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
私
た
ち
世
話
人
の
高
齢
化
も
あ

り
、
開
催
場
所
を
福
岡
市
に
移
し
て
十
年
以

上
行
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
私
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
原
点
で
す
。

　
東
京
へ
転
勤
後
は
「
福
岡
十
八
世
紀
音
楽

祭
協
会
」
東
京
支
部
長
と
し
て
『
古
楽
コ
ン

サ
ー
ト
』
の
お
世
話
を
し
て
き
ま
し
た
。

福
岡
県
人
会
に
入
会
し
た
き
っ
か
け
は

　
現
役
時
代
、
新
聞
ゼ
ミ
な
ど
で
東
京
に
は

よ
く
来
て
い
ま
し
た
が
、
四
十
代
ま
で
は
ほ

ぼ
福
岡
勤
務
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
五
十
代
で

初
め
て
本
社
営
業
本
部
勤
務
を
命
じ
ら
れ
、

東
京
へ
赴
任
。
そ
の
と
き
に
東
京
藝
大
大
学

院
在
学
中
だ
っ
た
娘
か
ら
勧
め
ら
れ
て
、
東

京
福
岡
県
人
会
に
入
会
し
ま
し
た
。
早
い
も

の
で
、
既
に
三
十
年
が
経
ち
ま
す
。

定
年
退
職
を
迎
え
る

　
六
十
歳
定
年
ま
で
、
ゼ
ネ
コ
ン
で
無
事
勤

め
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
世
の
中
の

全
て
の
方
々
に
感
謝
し
た
い
一
念
で
す
。

　
定
年
時
の
平
成
七
年
は
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
と
、
オ
ウ
ム
事
件
が
大
き
く
報
道
さ
れ

た
年
。
こ
れ
ら
の
事
件
は
、
私
の
脳
裏
か
ら

消
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

退
職
後
は
地
域
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
三
昧

　
定
年
退
職
後
は
、
自
分
た
ち
が
住
む
街
を

少
し
で
も
良
く
し
よ
う
と
い
う
考
え
か
ら
、

地
元
に
回
帰
。
ま
ち
づ
く
り
活
動
と
し
て
、

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
練
馬
ま
ち
づ
く
り
の
会

・
石
神
井
ま
ち
づ
く
り
の
会

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
福
祉
サ
ロ
ン
ウ
ェ
ル
カ
ム
石
神
井
公
園

・
南
田
中
の
ま
ち
を
考
え
る
会

・
ね
り
ま
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
楽
友
会

・
練
馬
シ
ャ
ン
ソ
ン
教
室
＆
練
馬
ジ
ャ
ズ
教
室

な
ど
を
主
宰
。
今
も
い
く
つ
も
の
代
表
と
し

て
地
域
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
は

　
　
　
　
　

地
域
情
報
紙
編
集
に
生
き
甲
斐

　
中
で
も
、石
神
井
ま
ち
づ
く
り
の
会
で
は
、

西
武
池
袋
線
の
「
練
馬
高
野
台
駅
か
ら
大
泉

学
園
駅
ま
で
の
連
続
立
体
交
差
事
業
計
画
」

委
員
に
、
一
般
市
民
代
表
と
し
て
参
加
。

　
そ
の
他
に
、
こ
の
ほ
ど
創
刊
二
十
周
年
を

迎
え
た
地
域
情
報
紙
『
か
る
が
も
便
り
』
の

取
材
、
編
集
、
配
布
に
従
事
。
春
夏
秋
冬
の

年
四
回
発
行
を
続
け
、
す
で
に
八
十
五
号
を

数
え
て
い
ま
す
。
二
十
年
余
り
継
続
し
て
き

た
こ
と
は
と
て
も
大
変
で
し
た
が
、
私
の
生

き
甲
斐
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
南
田
中
の
ま
ち
を
考
え
る
会
で
は
、
著
名

な
講
師
陣
を
迎
え
て
『
練
馬
ま
ち
づ
く
り
歴

史
と
文
化
講
座
』
を
六
月
に
開
催
。
こ
ち
ら

も
二
十
二
回
続
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
、
八
十
八
歳
の
米
寿
に
な
っ
て

も
続
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
健
康

管
理
の
賜
物
、
そ
し
て
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の

お
陰
と
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

柳
川
観
光
大
使
に
つ
い
て

　
二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
、
柳
川
市

の
金
子
健
次
市
長
か
ら
『
柳
川
観
光
大
使
』

就
任
の
要
請
を
受
け
ま
し
た
。

「
観
光
大
使
に
は
、
詩
聖
・
北
原
白
秋
の
詩
歌

の
母
体
と
な
っ
た
詩
情
あ
ふ
れ
る
水
郷
柳
川

を
、
よ
り
多
く
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
の
役
を
お
願
い
す
る
」
と
い
う
も
の
。

「
有
名
人
で
も
な
い
私
が
ど
う
し
て
？
」
と

驚
き
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
マ
ス
コ
ミ
に
い

た
経
験
と
、
大
都
市
東
京
で
地
域
活
動
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
。
そ
う
思
い
、
引
き
受
け
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
も
っ
と
多
く
の
方
々
に
、
観
光
都
市
と
し

て
の
柳
川
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
。
市
長
を
は
じ
め
、
市
役
所
の

方
々
、
ま
た
二
十
九
名
の
観
光
大
使
と
も
交

流
を
図
り
な
が
ら
、検
討
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
柳
川
市
で
は
現
在
、

二
〇
二
五
年
三
月
完
成
を
目
指
し
、
西
鉄
柳

川
駅
前
か
ら
直
接
乗
船
が
で
き
る
川
下
り
掘

削
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

『
ね
り
ま
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
講
座
』
開
催

　

来
る
十
月
十
五
日
（
日
）、
練
馬
区
石
神

井
庁
舎
に
お
い
て
『
ね
り
ま
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ

講
座
』（
Ｎ
Ｓ
Ｎ
楽
友
会
主
催
）
を
開
催
し

ま
す
。
練
馬
区
内
外
の
シ
ニ
ア
を
対
象
に
、

私
が
講
師
を
務
め
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　
大
隈　
勝
也
（
県
人
会
理
事
）

「かるがも便り」創刊20周年特別記念号

金子市長と柳川観光大使就任式にて
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福
岡
の「
食
」の
魅
力

　
こ
の
四
月
か
ら
福
岡
市
東
京
事
務
所
に

着
任
し
、
本
会
報
誌
の
編
集
委
員
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
下
園
と
申
し
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
生
ま
れ
は
鹿
児
島
で
高
校
卒
業
ま
で
の

十
八
年
間
を
過
ご
し
、
大
学
進
学
を
機
に

福
岡
に
移
住
、
今
年
の
三
月
で
福
岡
生
活

も
十
四
年
が
経
ち
ま
し
た
。よ
う
や
く「
鹿

児
島
よ
り
も
福
岡
で
の
生
活
の
方
が
長
く

な
り
そ
う
だ
」
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

ま
さ
か
の
人
生
で
初
め
て
の
東
京
生
活
を

送
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
私
は
現
在
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

を
担
当
し
て
お
り
、
在
京
の
企
業
様
を
福

岡
市
に
誘
致
す
る
た
め
の
活
動
を
し
た

り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
福
岡
市
を
Ｐ

Ｒ
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
活
動
の
中
で
、
や
は
り
福

岡
と
い
う
と
「
食
」
が
魅
力
的
と
い
う
声

を
多
く
い
た
だ
き
ま
す
。
ラ
ー
メ
ン
、
水

炊
き
、
も
つ
鍋
、
明
太
子
、
焼
き
鳥
な

ど
、食
べ
物
が
お
い
し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
ま

さ
に
福
岡
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、福
岡
の
食
文
化
を
語
る
上
で
は
、

や
は
り
屋
台
も
外
せ
ま
せ
ん
。
長
浜
地
区

で
は
今
年
、七
軒
の
新
規
屋
台
が
誕
生
し
、

こ
れ
ま
で
の
二
軒
と
合
わ
せ
て
、
遂
に
長

浜
の
屋
台
街
が
復
活
し
ま
し
た
。
ラ
ー

メ
ン
や
焼
き
鳥
、
お
で
ん
等
の
定
番
メ

ニ
ュ
ー
の
ほ
か
、
屋
台
で
は
初
め
て
の
明

太
子
料
理
専
門
や
、本
場
の
中
国
料
理「
ガ

チ
中
華
」、
野
球
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た

店
な
ど
、
個
性
が
あ
ふ
れ
た
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
屋
台
の
特
設
サ
イ
ト
や
屋
台
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
す
る
な

ど
、長
浜
屋
台
街
を
中
心
に
「
屋
台
Ｄ
Ｘ
」

の
取
組
み
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
観

光
資
源
で
も
あ
り
、
市
民
の
憩
い
の
場
で

も
あ
る
屋
台
を
、
よ
り
楽
し
く
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
福
岡

に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
京
福
岡
県

人
会
の
皆
様
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

福
岡
市
東
京
事
務
所
　
調
整
係
長

下
しもぞの

園 博
ひろ

也
や

（鹿児島市）

つ
な
ぐ

　

田
川
市
出
身
の
國
松
伸
一
と
申
し
ま

す
、
昨
年
七
月
か
ら
東
京
勤
務
が
四
回
目

（
通
算
十
一
年
目
）
と
な
り
ま
す
。

　

私
は
昭
和
六
十
年
に
日
本
電
信
電
話

（
株
）
入
社
後
は
、
分
社
し
た
（
株
）
Ｎ

Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
に
勤
務
し
ま
し

た
。
業
務
は
電
気
通
信
事
業
を
支
え
る
電

気
の
仕
事
で
し
た
。
日
頃
は
設
備
構
築
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
、
そ
し
て
、
自
然
災
害

時
等
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ
ル
へ
の
電
源
給
電
等

の
対
応
を
行
い
、
皆
様
が
通
信
サ
ー
ビ
ス�

を
利
用
で
き
る
よ
う
維
持
す
る
業
務
で
す
。

　
そ
の
中
で
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
業

務
は
、
平
成
二
十
三
年
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
、
機
能
が
停
止
し
て
い
た
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
磐
城
富
岡
ビ
ル
復
旧
作
戦
に
参

加
し
た
こ
と
で
す
。
ビ
ル
は
避
難
指
示
区

域
内
に
あ
り
、
放
射
線
量
が
高
く
、
作
業

制
限
時
間
も
た
っ
た
の
四
時
間
。
そ
の
中

で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
管
理
者
に
て
設
備
を

復
旧
さ
せ
、
富
岡
エ
リ
ア
の
避
難
指
示
区

域
外
の
皆
様
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
い
た
だ

く
た
め
の
作
業
で
し
た
。
最
初
に
私
た
ち

國
くにまつ

松 伸
しんいち

一
（田川市）

で
割
当
時
間
内
に
電
気
通
信
設
備
に
電
源

給
電
を
開
始
し
、
そ
の
後
は
通
信
設
備
を

他
の
メ
ン
バ
ー
が
復
旧
し
ま
し
た
。

　
入
社
以
来
の
先
人
た
ち
の
教
え
は
、
通

信
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

が
私
た
ち
の
使
命
。
磐
城
富
岡
ビ
ル
の
作

業
で
は
、
途
絶
え
た
通
信
を
復
旧
さ
せ
、

つ
な
ぎ
続
け
る
と
い
う
そ
の
責
務
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
ひ
と
え

に
、
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
や
家
族
の
支

援
の
お
か
げ
だ
と
、
今
で
も
と
て
も
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ノ
ー
ド
エ
ナ
ジ
ー

（
株
）
に
て
電
気
通
信
事
業
で
は
な
く
、

系
統
用
蓄
電
所
の
構
築
の
業
務
を
担
っ
て

い
ま
す
。
今
年
、
完
成
し
運
用
し
て
い
る

の
が
「
福
岡
田
川
蓄
電
所
」（
田
川
郡
香

春
町
）
で
す
。
地
元
で
仕
事
が
で
き
た
こ

と
、
ま
た
関
係
者
に
田
川
の
歴
史
（
石
炭

記
念
公
園
、
石
炭
・
歴
史
博
物
館
、
風
治

八
幡
宮
等
）
や
グ
ル
メ
（
ホ
ル
モ
ン
焼
、

ラ
ー
メ
ン
等
）を
お
伝
え
で
き
た
こ
と
で
、

少
し
は
故
郷
の
役
に
立
て
た
か
な
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
東
京
福
岡
県
人
会
に
は
今
年
か
ら
入
会

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

屋台	LINE公式アカウント
「FUKUOKA	GUIDE」
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郷土のうごき

総 　 合

県 政 だ よ り

いよいよフィナーレ！第77回全国お茶まつり福岡大会
　　　　　　　　　　　　　～八女茶発祥600年～�
　８月から県内各地で茶品評会や審査技術競技会な
どが行われている第77回全国お茶まつり福岡大会。
フィナーレとして、10月に福岡市と北九州市で茶
消費拡大イベントを開催する。
　福岡会場では日本茶インストラクターによる茶の
提供や八女茶スイーツなどのイートイン、北九州会
場では茶会（玉露の呈茶、立札席による抹茶の呈茶）、
また、両会場共通で茶や地域の農産物の販売、移動
式茶室の展示を実施。八女茶発祥600年記念の年に
八女茶の魅力を余すところなくPRする。
　全国お茶まつりは昭和38年から毎年開催され、
福岡県での開催は平成17年度の第59回以来18年�
ぶり。
【開催日】令和５年10月28日（土）、29日（日）
【福岡会場】
福岡大名ガーデンシティ、
大濠テラス
【北九州会場】
小倉城庭園、
リバーウォーク北九州
【同時開催】
八女茶発祥600年祭
べんがら村八女茶マルシェ
（八女市）

ホームページはこちら�▶�
≪問い合わせ先≫
福岡県農林水産部園芸振興課
TEL：092-643-3489

　以下９ページまでの記事は西日本新聞社のご厚意により
許可を得て転載しています。９月７日までの記事から抜粋。

福岡県が久留米市、朝倉市、東峰村に職員派遣
　　　　　　　　　　　　　　　記録的大雨�
　７月の記録的大雨を受け、福岡県は９月１日から
甚大な被害が発生した久留米、朝倉両市と東峰村に
職員計６人を派遣した。被災した道路や河川、農業
用施設の復旧に携わっている。派遣期間は来年３月
末まで。
　８月31日に県庁で辞令交付式があり、服部誠太
郎知事は「県の業務で培った経験を発揮してほしい」
とあいさつ。朝倉市へ向かう福岡農林事務所の高木

勝浩さん（49）は「被災地の平穏が一日も早く戻
るよう尽力したい」と話した。

障害者の就労支援へ書籍デジタル化拠点
　　　　　福岡県が北九州・戸畑に３カ所目�
　福岡県は、障害のある人たちが書籍や書類などの
デジタル化の作業に携わる就労支援の場を、北九州
市戸畑区沖台の多機能型事業所「インクルとばた」
内に開設した。県内で３カ所目。複数の施設から参
加者を集めて大量処理できる仕組みを作り、工賃の
引き上げも図る。
　個人情報を含む書類や貴重な書籍を管理するた
め、保管庫は耐火仕様とし、防犯カメラも設置する。
高性能スキャナーがあり、大型図面やマイクロフィ
ルムなど多様な資料に対応できる。約１億円の設備
費用は日本財団（東京）が支援した。
　参加者はそれぞれの特性に応じて、付箋やクリッ
プを外す下準備、スキャン、目次入力などを分業す
る。画像検査をしていた南里光一さん（23）＝同
市小倉北区＝は「写真の向きが逆になったり、紙が
折れたりしていないか調べます。最初はどきどきし
たけど楽しいです」と話した。
　当面は市内３施設の24人が、県の公文書のデジ
タル化に当たる。

福岡を旅しつつ仕事　移住者増へ
　　　「くらしごと体験」　県が事業スタート�
　福岡県内を旅して仕事をしながら移住の参考に
－。同県は８月から、移住希望者に県内での仕事と
暮らしを短期間味わってもらう「福岡くらしごと体
験」事業を始めた。県内では福岡市など都市近郊が
移住先として人気だが、他の市町村にも移住者を増
やす狙いで、県が支援に本腰を入れる。
　旅行会社「仕事旅行社」（東京）への委託事業。
現在募集中の体験は、染め物作業（直方市）▽廃校
を活用した交流施設での飲食業（田川市）▽クラフ
トビールの醸造（柳川市）▽パクチー農家（糸島市）
－などと幅広い。今年中に50団体まで体験先を増
やす。
　プログラムは２泊３日や３泊４日で、参加費無料。
交通費は自己負担だが、宿泊代は１泊当たり３千～
５千円補助する。県外在住で、福岡への移住や就職
に興味がある人が対象。事業費は900万円弱で、数
十人を受け入れる見込み。
　九州では、福岡県以外は転出者が転入者を上回る
傾向が続き、移住支援に力を入れてきた。福岡県も
「県内60市町村の魅力を知ってほしい」としている。

5 東京と福岡
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高倉健さんゆかりの地を守る二つの「ファンの会」
　　　　　　中間市と北九州市八幡西区香月地区�
　日本を代表する映画スターだった俳優高倉健さん
（享年83）の出身地・中間市と、幼少期を過ごした
隣接地の八幡西区香月地区で、地元有志がそれぞれ
「ファンの会」を作り、ゆかりの地を守る地道な活
動を続けている。2014年11月に亡くなって今年で
９年。ゆかりの地には国内外から多くのファンが今
も訪れ、名所にもなっている。

国内最大のコンテナ船「かいふ」就航
　　　　　　北九州市と日本海側の港結ぶ�
　北九州市と日本海側の港を結ぶ航路に、国内を運
航するコンテナ船としては最大の新造船「かいふ」
（9662トン）が就航した。トラック運転手の残業規制強
化で輸送力低下が懸念される「2024年問題」を商機
と捉え、海運会社「井本商運」（神戸市）が投入。物
流を成長戦略の一つに位置づける北九州市は、港湾
貨物取扱量の増加につながると期待を寄せている。
　かいふは全長約142メートル。最大積載量は20フィート
コンテナ1096個分で、従来の同社コンテナ船の2.5
倍に相当する。物流業界では運転手の労働環境改善
や脱炭素化に向け、トラック貨物を海運や鉄道輸送
に転換する動きが加速しており、同社は貨物量増加
を見越して導入した。
　北九州市は港湾や空港、高速道路といった陸海空
の交通インフラの充実を生かし、物流による経済活
性化を目指している。市が直営する同ターミナルで
取り扱う貨物の容量には余裕があり、企業の利用促
進を図っている。

カレー食べて「赤い羽根募金」に寄付
　　　　　　　北九州・皿倉山のレストラン�
　皿倉山展望台（北九州市八幡東区）でレストラ
ン「天宮」を運営する新九協同（戸畑区）は、県共
同募金会八幡東区支会との間で、赤い羽根共同募金
に協力する覚書を交わした。看板メニューであるカ
レーの「天宮セット」（1200円）を注文すると、１
食につき30円が募金に充てられる。
　天宮セットは、キーマカレーを基に、皿倉山の風
景を模して盛り付けたメニューで、味だけでなく見
た目も楽しめる。
　覚書は、募金会が企業と連携して寄付付き商品を
企画する「募金百貨店プロジェクト」の一環。寄付
金は、主に各支会内の福祉活動の支援に使われる。
プロジェクトへの参加は、八幡東区では初めてと
なった。

テコンドー全国連覇を支えた父の教え
　　　　　北九州・広徳中３年の森松倖生選手�
　広徳中（北九州市小倉南区）３年の森松倖

こうせい

生選手
（15）が、７月のテコンドーの全国大会で２年連続
日本一に輝いた。連覇を支えるのは、師範でもある
父裕也さん（49）が指導する「考えるテコンドー」
の実践だ。目標達成に何が必要か、弱点はないか－。
父との対話を通して自ら考え、練習に取り入れる。
未来の目標は「ロサンゼルス五輪で金」。５年後の
世界を見据え、ストイックにスタミナ強化中だ。
　９月４日午後、倖生選手と裕也さんは北九州市役
所を訪問し、武内和久市長に優勝を報告した。そこ
で披露したのは、180センチの長身から繰り出す蹴り技
「かかと落とし」。武内市長はあまりの威力に目を見
開き「北九州の誇りです」とたたえた。

｢１人でも多く救いたい」救助技術を共有
　　　北九州市と下関市の消防局が合同訓練�
　北九州市消防局と山口県下関市消防局は、消防訓
練研修センター（小倉北区）で、大規模災害に備え
て救助技術を共有し、連携を深めるための合同訓練
を行った。
　関東大震災のような都市部での大地震を想定し、
高い場所に取り残された人をロープを使って救出す
る「ロープレスキュー」や、倒壊したコンクリート
をチェーンソーで切断する「ブリーチング」など４
種類の訓練を実施。高い救助技術を持ち、海外での
大規模災害時に派遣される国際消防救助隊（IRT）
に登録された両消防局の隊員ら35人ほどが参加した。

北九州市「まつり八幡東」６年ぶり区内の山笠集結
　　　　　　　　　　　　市民や観光客から歓声�
　北九州市制60周年を記念した八幡東区の祭り「ま
つり八幡東」が９月２日、同区の大型複合施設ジ・
アウトレット北九州の駐車場で開かれた。旧八幡市
誕生100年を記念した2017年以来３回目の開催で、
区内の四つの祭りに登場する計７基の山笠が集結。
６年ぶりのそろい踏みに、市民や観光客から歓声が
上がった。
　四つの祭りは枝光祇園、茶屋町祇園、中央祇園、
前田祇園。それぞれ戦国武将などを題材にしたきら
びやかな山笠が観客の目を引いた。
　夕方からは、山笠が連なって運行する競演会も
あった。会場には出店が並び、特設ステージでは歌
や踊りも披露され、終日にぎわった。

北 九 州 地 区
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筑前町の「みなみの里」15年目の進化
　500円朝食など工夫重ね、年間来場客100万人に�
　筑前町三並の農産物直売所「ファーマーズマー
ケットみなみの里」開業15年目を記念した式典が
８月23日、コスモスプラザ（同町篠隈）であった。
2009年４月のオープン当初は幹線道路から離れた
場所で、出荷者も少なく苦戦したが、年間来場客
100万人、売上高８億円を超えるまでに成長。関係
者は「さらなる進化」を確認し合った。
　みなみの里は、新鮮な地元産農産物にこだわり、
かまどで炊いて提供するご飯のおいしさも口コミで
広がって徐々に客足が増加。新型コロナウイルス禍
でも、500円朝食を始めるといった営業努力を重ね
た。20年４月には、情報発信施設や24時間利用可
能な駐車場といった「道の駅」の機能が拡充され、
利便性も高まった。
　現在の地元出荷者はスタート時の３倍超の450人
となり、四季折々の約50種類の野菜を提供。パー
トを含めた従業員は約60人で、地元の貴重な雇用
の場ともなっている。

大野城市の「心のふるさと館」
　　　　　　　　　　　来館者40万人突破�
　大野城市曙町の市民ミュージアム「大野城心のふ
るさと館」の来館者が8月31日、40万人を超えた。
40万人目となった市内の西村俊子さん（39）と長
女で小学5年の美羽さん（10）、長男の同1年の脩吾
さん（7）、母親の青柳美和子さん（68）＝福岡市
＝に井本宗司市長が認定証を贈った。
　同館はこの7月に開館5周年を迎えたばかり。開
館1年で来館者は10万人を超えたがその後、コロナ
禍のために客足が鈍っていた。その中でも、太宰府
天満宮の「翰

かんえん

苑」（平安時代に書かれた唐文書の写本）
のような身近な国宝を展示するなど、知恵を絞って
きた。

筑紫野市出身のレスリング選手尾西さん
　高校総体など国内外３大会で優勝　ロス五輪視野�
　筑紫野市出身のレスリング選手、尾西桜さん（17）
＝埼玉栄高３年＝がこの夏、全国高校総体（インター
ハイ、北海道）、U17世界選手権（トルコ）、東アジ
アユース（モンゴル）の３大会で優勝した。2028
年のロサンゼルス五輪出場を視野に、さらなる高み
を目指す。
　尾西さんは二日市東小の卒業生。兄の影響で３歳
から競技を始め、筑前町のジムに通った。高校の強
豪・埼玉栄に進学し、現在はレスリング部の女子主

将を務める。階級は53キロ級。８月28日に同市の平
井一三市長と面会し、三つの金メダルを披露した。
　昨年、初出場した世界選手権で準優勝となり、今
大会で雪辱を果たした。尾西さんは「昨年は他の選
手や会場に圧倒され、緊張した。負けた経験を生か
し『前に出て攻める』意識で練習した成果を出せた」
と大会を振り返った。
　尾西さんは、スポーツに取り組む地元の子どもへ
のメッセージを求められ「謙虚さ、素直な心、感謝
の気持ちの三つを大切にすることです」と話してい
た。

福岡市が発達障害児受け入れ施設を５倍に
　　　　　　　　　　　　　26年度までに�
　福岡市は、就学前の発達障害の子どもたちを小規
模な施設で受け入れる「児童発達支援事業所」を、
2026年度までに計29カ所に増やす方針を固めたこ
とが８月30日、分かった。現行のモデル事業で進
める６カ所から約５倍となる。発達障害と診断され
る子どもたちが増えていることから「受け皿」を大
幅に拡大する。
　児童発達支援事業所は、発達障害と診断された就
学前の子どもを対象に、集団生活への適応訓練など
を行う施設。保育園や幼稚園に通いながら、希望す
る日だけ利用できる。
　市によると、発達障害と診断される子どもは18
年度の千人から、22年度には1290人まで増えてい
る。
　こうした発達障害児の「受け皿」が不足していた
ことから、市は22年度にモデル事業として２カ所
を設置。23年度中に計６カ所まで増やす計画を進
めていたが、利用者側のニーズが高いと判断し、本
格整備に乗り出すことにした。24～ 26年度の３カ
年で新たに23カ所を増設する予定。

中洲の大洋映画劇場、取り壊しへ
　　　　来年３月末まで営業、再開は｢未定｣�
　福岡中洲大洋映画劇場（福岡市）は９月１日、現
在の劇場の営業を来年３月末で終了し、建物を取り
壊すと発表した。同劇場は1946年に開館し、現在
は４スクリーンある。鉄筋コンクリート造４階建て
の建物は52年の完成で、築70年を超えて老朽化し
たため、取り壊しを決めたという。更地にした後の
再開については「未定」としている。
　かつて福岡市・中洲地区には多くの映画館が立ち
並んでいたが、シネマコンプレックス（複合映画館）
の拡大などに伴って次々に閉館。中洲大洋が地区唯
一の映画館となっていた。

福 岡 地 区
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JR日田彦山線BRT、初日408人利用
　　　鉄道時代の3倍超「おおむね順調」�
　JR日田彦山線で８月28日に開業したバス高速輸
送システム（BRT）について、JR九州は30日、初
日の利用者数（速報値）が408人だったと明らかに
した。開業記念で多くの住民や乗り物ファンが乗っ
た影響もあり、鉄道時代の１キロ当たりの１日平均
通過人数約130人や、豪雨被害による不通に伴う代
行バス時代の１日平均利用者数約60人を大幅に上
回った。
　BRTでは駅数を鉄道時代の３倍に増やし、通学
時間帯などに高校周辺を走るルートも設定。古宮社
長は「意見を聞きながら、より利用しやすいダイヤ
にしていく」と述べた。

カノアラウレアーズ福岡と直方市が協定
　　　　「バレーボールのまち」復活目指す�
　福智町に本拠を置くバレーボールの女子プロチー
ム「カノアラウレアーズ福岡」と直方市がフレンド
リータウン協定を結んだ。互いの交流を通じて地域
やスポーツの振興、競技者の育成につなげることを
目指すほか、選手の雇用やスポンサーの獲得で市内
企業の協力を得られるよう市が後押しする。
　自治体との同協定の締結は田川、行橋両市に続い
て３例目。８月22日に直方市役所で締結式があり、
チームを運営する一般社団法人「カノアスポーツ
振興会」の代表理事も務める森田亜貴斗監督（40）
と熊本比奈主将（27）＝朝倉市出身＝らが出席。
大塚進弘市長と協定書を交わした。
　チームは県内で初めてバレーボールのVリーグ女
子３部（V3）に2023～24年シーズンから参戦する。
11月25日の開幕に向け、森田監督は「プロは勝つ
ことが地域への恩返し。V3の優勝トロフィーを筑
豊に持って帰りたい」と大きな目標を掲げた。

飯塚市立病院にヘリポート完成
　　　　　　筑豊地区の病院で２カ所目�
　飯塚市弁分の飯塚市立病院にヘリポートが完成
し、同病院で９月１日、竣

しゅんこう

工式があった。筑豊地区
の病院にヘリポートが整備されるのは２カ所目。地
域の救命率向上を目指す。
　ヘリポートは、管理棟南側の職員用駐車場を改装
して造られた。延べ床面積約２千平方メートルの敷地中
央に、15メートル四方の緊急離着陸場が設けられ、防音、
防振のためにフェンスも設置された。総事業費は約
820万円。
　同病院は手術や入院が必要な患者を受け入れる

「２次救急医療機関」。筑豊地区には２次救急では対
応できない重篤患者を受け入れる「３次救急医療機
関」は飯塚病院（同市芳雄町）しかなく、受け入れ
ができない場合は、福岡市や北九州市への病院へ搬
送しなければならない。
　そういった遠方の病院への搬送は道路状況などで
１時間以上かかることもある。そこで今回、救命率
を上げるためにドクターヘリが離着陸できるヘリ
ポートを整備した。福岡や北九州までは10分程度
で搬送できる。また、災害発生時には防災ヘリの発
着にも活用していくという。

「10山」しよう！香春町で山頂スタンプラリー
　　　　　　　　　　　　　　10月１日から�
　香春町内の10カ所の低山を巡る「デジタルスタ
ンプラリー香春1

と ざ ん

0山」（同町観光協会主催）が10月
１日から開かれる。各山頂でスマートフォンを通し
てもらえるスタンプを全て集めた先着500人に踏破
認定のグッズや地元の道の駅で使えるクーポン千円
分などが贈られる。期間は来年１月末まで。
　スタンプラリーはスマホに専用のアプリをダウン
ロードし、山頂でそのアプリを開くと自動的にスタ
ンプが付与される仕組み。イベントは登山をきっか
けに香春町のことを知ってもらおうと昨年初めて企
画。想定を大幅に上回る約千人が県外を含めて参加
するなど好評だったことから今年も開催する。

妊産婦の心身をサポート
　飯塚市が産学官連携モデル事業、九州では唯一の参加�
　飯塚市は、科学技術を活用し、妊婦や子育て中の
女性をサポートする産官学連携のモデル事業に参加
すると発表した。出産、育児に必要な心身の健康に
つながる運動と、子育てに関する相談が同時にでき
る交流の場を「オンライン」と「対面」で提供する。
将来的にはビジネス化を目指すという。
　モデル事業は、科学技術イノベーション実現に向け
た内閣府の「戦略的イノベーション創造プログラム
（SIP）」の取り組みで、５カ年計画。全国12市町がモ
デル地域となり、飯塚市は九州で唯一の参加となる。
　妊娠16週以降の安定期から産後２年程度の女性
が対象で、参加費は「オンライン」（週２回まで）と「対
面」合わせて月550円（９、10月は無料）。市のホー
ムページから応募できる。
　８月30日、市と協定を締結した「つくばウエル
ネスリサーチ」社長で、SIPのプログラムディレク
ターを務める久野譜也さんは「社会の子育て家庭へ
の寛容性向上に向けても、飯塚市の特性を生かしな
がら何ができるか考えていきたい」と話した。

筑 豊 地 区
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郷土のうごき

うきは市にマリオット開業、
　　　　　飲食店やタクシークーポン配布�
　うきは市浮羽町にある「道の駅うきは」に隣接して、
米ホテル大手マリオット・インターナショナルの宿
泊特化型ホテル「フェアフィールド・バイ・マリオッ
ト・福岡うきは」が８月31日、開業した。同市の高
木典雄市長は「７月の記録的大雨で、うきは市も甚
大な被害を受けた。復興の励みとなるよう、マリオッ
トが大きく羽ばたいてほしい」と期待を込めた。
　マリオット・インターナショナルと積水ハウス（大
阪市）が地域創生事業として進める「Trip�Base（ト
リップベース）道の駅プロジェクト」の一環。ホテ
ルを拠点に地域を周遊することを目指しており、館
内にレストランはなく、客室に浴槽もない。
　オープニングセレモニーであいさつに立った高木
市長は開業について「長年の悲願だった」と振り返っ
た。５年前、県庁での説明会で「地域の知られざる
魅力を渡り歩く旅の拠点となるホテル」という事業
コンセプトを聞いた高木市長は「うきは以外ありえ
ない」と思ったという。「フルーツ狩りや温泉も楽
しめ、風光明

めい

媚
び

な自然も残る。ぜひ国内外から多く
の人が訪れてもらえれば」
　うきは市は９月１日から、市内の宿泊施設利用者
に、飲食店やタクシーなどで使える1700円分のクー
ポンも配布。温泉や飲食店などに周遊効果が波及す
ることを期待する。

城島ふれあいセンターが1年ぶり宿泊再開
　　　　　　　改装終了、格安の1泊1000円�
　天文台を備える久留米市城島町の市城島ふれあい
センターの改装が終了し、１年ぶりに宿泊を再開し
た。シーツ代と宿泊税込みでも千円ほどと格安で泊ま
れる。市は研修や合宿などの利用を呼びかけながら、
町に足を運んでもらうための活用策を探っている。

農家の人材確保策など福岡市の学生が提案
　　　　　　　　　　　うきは市で農業体験�
　うきは市と人材育成などの包括連携協定を結んで
いる中村学園大（福岡市）の学生３人が８月25日、
うきは市内でのインターンシップ（就業体験）を基
に、市職員に施策を提案した。
　フード・マネジメント学科３年の中山りん花さ
ん（21）、山下晴華さん（20）、若杉真衣さん（20）
の３人で、５日間のインターンシップで農業の現場
を訪れた。柿農家では農業の面白さとともに家族経
営の厳しさを聞き、うきは６次産業化研究開発・事
業化支援センターでは農産物加工に挑戦した。

　３人はこの日の発表で「年間を通じて農家に派遣
できる人材を正社員雇用する会社をつくる」「道の
駅うきはの混雑状況を発信して、より立ち寄りやす
くする」などのアイデアを披露した。若杉さんは「食
について学んでいるが、雇用、販売など農業の難し
さを知った。これからも積極的に学ぶ姿勢をもちた
い」と話した。

豪雨被害の把握も、農産物生産状況の確認も
　　　　　　　みやま市が「ドローン隊」結成�
　空撮を活用した事務効率化とシティプロモーション
事業の強化を目指し、みやま市は職員による「ドロー
ン隊」を結成した。毎年のように発生する豪雨災害の
被害を早急に把握できるため、復興に向けた国の補助
金申請にかかる時間短縮などが期待される。
　「ドローン隊」は建設、契約検査両課や山川支所
など６部署の６人で８月25日に結成。隊員は昨年
10月、民間団体の操縦技能証明を取得している。
これまでに計７時間10分（14回）飛行させ、現場
経験を積んだ上で発足させた。
　市によると、久留米、大牟田、柳川市など筑後地
区の他の自治体でもドローンの導入が進んでいる。
みやま市は安全確保のため、技能証明所持者２人を
含む３人一組で運用することにしている。

「トマトのてるちゃん」野菜ソムリエ日本一に
　　　　　　　　　筑後市の生産者・貝田さん�
　筑後市のトマト農家で野菜ソムリエプロの貝田輝子
さん（64）が、第12回野菜ソムリエアワード（日本
野菜ソムリエ協会主催）の個人部門で最高賞の金賞を
受賞。全国に約７万人いるとされる野菜ソムリエの日
本一に輝いた。「トマトのてるちゃん」の愛称で活動
する貝田さんは「これを励みに、筑後の野菜や果物の
おいしさをもっと訴えていきたい」と話している。
　アワードは年１回、野菜ソムリエが活動内容や実
績を発表する場。個人とグループの２部門があり、
個人部門は６月の１次選考（動画）で11人に絞られ、
８月に東京で開かれた最終選考（プレゼンテーショ
ン）で金・銀・銅賞が決まった。
　貝田さんは、新型コロナ禍で料理教室や講座が開
けなかった頃、生産者としてできることを模索して
行き着いた「ベジフルフラワー」への挑戦を紹介。
野菜・果物をブーケや花束にするアートだ。愛情を
込めて育てても必ず生まれる規格外の野菜に、活躍
の場を与えられると考えた。
　「生産者だから分かる野菜の命の大切さを伝えた
い」。プレゼンでは筑後弁を交えて熱く訴え、最高
賞を射止めた。

筑 後 地 区
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　宗像大社は日本神話に登場する日本最古の神社の一つで、御祭
神は天照大神の三女神で沖津宮、中津宮、辺津宮にそれぞれ祀ら
れ、この三宮を総称して宗像大社という。2017年７月12日、「神
宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群はユネスコの世界遺産条約に

基づき、顕著な普遍的価値（国家間の境界を超えた価値があり、人類全体にとって将来世代にわたり重要な
もの）があるとして、８つの構成資産により世界遺産に登録された。
　神宝館は、1954年～ 71年までの沖ノ島学術調査で発掘された沖ノ島神宝（約８万点
の国宝）を中心に、宗像大社に伝承されてきた古文書・美術工芸品（重要文化財）な
どが所蔵展示するために、1980年に竣工した三階建ての博物館である。沖ノ島での国
家祭祀で捧げられた神宝は、４～９世紀に出土したものが多く、歴史的価値もさるこ
とながら、一つ一つの意匠など細部まで調製され、古代の人々の技術、文化、敬神の
心を感じ取ることができる。中でも宝飾類の品々は発掘当時の調査員たちも美しさの
あまり驚愕したとのことで、今も人の手が加えられることなく、そのままの状態で所蔵されている。
　2012年に開館した海の道むなかた館は、世界遺産「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群のガイダンス施
設で宗像の原始時代から近世までの歴史を学ぶことができる。特別展示室には重要文化財である田熊石畑遺
跡から出土した青銅器などが展示されている。� ※画像および資料提供：宗像大社
【アクセス】　JR鹿児島本線「東郷駅」下車、西鉄バス「東郷駅前」より「宗像大社前」バス停下車
� （須田　敏）

　明治、大正、昭和にかけて筑豊地域は石炭エネルギー供給日本
一の場所であった。当時「筑豊御三家」と呼ばれた麻生、貝島、
安川に続いたのが炭鉱王、伊藤伝右衛門である。
　最初の妻を失った伝右衛門は、1911（明治44）年に伯爵柳原
前光の娘・燁

あき

子
こ

（白蓮）を迎え入れる。50歳にして、25歳の若
き花嫁を迎えることになった伝右衛門が、日本建築の粋を集めて

改築したのが、この ｢旧伊藤伝右衛門邸｣ である。
　敷地面積約7570平方メートル、建物延床面積約1020平方メートルの邸内は、
回遊式の日本庭園に面して４つの棟と３つの土蔵からなり、まるで御殿のよう
である。またどの部屋も細部にまでこだわって華麗に仕上げられており、特に
白蓮の居室（２階）は、日本庭園を一望できる見晴らしの良い部屋で、銀箔で
作られた押入れや、水上泰生が描いた蝶をあしらった天袋など様々な意匠がこ
らされていて、豪華絢爛な造りとなっている。
　伝右衛門と白蓮は共に約10年間の時をこの地で過ごし、波乱万丈の恋物語を
展開。白蓮は新聞紙上で絶縁状を伝右衛門に突きつけ、その後この邸に戻るこ
とはなかったが、部屋はそのまま残されており、当時の様子を伺い知ることが
できる。令和２年、国の重要文化財（建造物）に指定された。� ※画像および資料提供：飯塚市
【アクセス】　西鉄バス「幸袋・旧伊藤伝衛門邸前」下車　徒歩２分

（福山　祐子）

宗像大社神宝館
〒811-3505 宗像市田島2331　☎0940-62-1311

海の道むなかた館
〒811-3504 宗像市深田588　☎0940-62-2600

旧伊藤伝右衛門邸
〒820-0066 飯塚市幸袋300番地　☎0948-22-9700

福岡地区

筑豊地区

回遊式日本庭園

【国宝】ガラス製小玉
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郷土ゆかりの地を訪ねる 第16回

今月は「郷土の先達」ゆかりの博物館のほか、北九州から千葉への大移動などを取り上げる。
（牛島　康明）

　吉田秀雄は小倉生まれで、電通の社長を務め「広告
の鬼」と呼ばれた人物。「郷土の先達」にも掲載された。
　当館は「（公財）吉田秀雄記念事業財団」によって運
営されている。収蔵資料は、広告の社会的・文化的価値
への理解を深めるためのものが集められており、江戸
時代から現代まで約33万点を数える。ライブラリー
では広告とマーケッティング関連書籍の閲覧、広告作
品のデジタルアーカイブを検索・閲覧することができ
る。
　常設展示の「ニッポン広告史」では、江戸時代から現
代までの、広告のための作品を現物やデジタルで見る
ことができる。江戸時代の美人絵・名所絵などの錦絵、
明治時代の商品看板・新聞広告、昭和時代のテレビ創
世期からのCMなどを興味深く楽しめる。

アドミュージアム東京

所  東京都港区東新橋1-8-2	カレッタ汐留地下2階
☎️  03-6218-2500
交  	JR新橋駅から徒歩5分、都営大江戸線汐留駅から徒歩2分、
東京メトロ銀座線新橋駅から徒歩6分

入  	無料、オンラインで日時指定予約、日・月曜日休館

江戸時代展示コーナーアドミュージアム入口

＊画像および資料提供：アドミュージアム東京

　官営八幡製鐵所は1901（明治34）年に、
北九州八幡の地で創業。その後身の八幡製
鐵（現日本製鉄）が、漁業と農業の町であっ

た千葉県君津町に、君津製鉄所（現東日本製鉄所君津地区）を1965（昭和40）年に開設。
このため北九州から君津へ、社員と家族合わせて２万人もの人々が移住し、当時マスコ
ミは、民族大移動と報道した。新設された大和田小学校の在校生1135人の内、九州から
の転校生は800人にもなった。町内には豚骨ラーメンや北九州おでんの店が開店し、福
岡の言葉が飛び交った。君津町の人口は増え、1971年には君津市となった。周

す

西
さい

公民館
は、市制50周年記念事業として、当時のことを108人に聞き取り『すさい・まちの変化
「100の記憶」』として昨年発行した。

千葉県君津市

所  千葉県君津市
交  JR内房線君津駅祭りで賑わう

＊画像提供：周
す

西
さい

公民館

　明治洋画壇の鬼才青木繁は、館山市布
め

良
ら

海岸に
おいて、日本に初めて日本人の油絵が生まれたと
評された『海の幸』を、魂をこめて描ききった。青木
の生涯を描いた林芙美子の小説『夜猿』には、『海の
幸』について「余分なものは少しもつけ加えないで
人間を中心に、赤い雲と、濃青の海との三つの諧調
は、その画面の外にまで働くものの歓びの歌をか
なでさせていた」という一節がある。
　林の代表作であり出世作でもある『放浪記』に、
長者町（現いすみ市）が描かれている。小さなバス
ケットに一切をたくした芙美子は、外房線の興

お き つ

津
行の列車で三

み か ど

門駅に降りた。この時の気持ちを「このまま消えてなくなりたい今の心に、じっと色々な思いにむせ
ている事がたまらなくなり」と描いている。ここで二日を過ごして再び東京のカフェの女給に戻った。

所  館山市布良1256青木繁記念碑
☎️  0470-28-5063（青木繁「海の幸」記念館を保存する会）
交  	JR内房線「館山駅」よりJRバス関東「安房白浜」行き乗車、「布良埼神社」下車

林芙美子と青木繁の房総

現在のJR三門駅青木繁記念碑（布良海岸）

＊画像提供：青木繁「海の幸」記念館を保存する会	
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令
和
五
年
度　
第
二
回

 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
報
告

　
新
入
会
員
向
け
第
二
回
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
、
未
来
を
創
る
会
と
事
務
局
と

の
共
同
企
画
に
よ
り
、八
月
三
十
日
（
水
）

十
八
時
半
か
ら
、
都
道
府
県
会
館
地
下
一

階
の
上
海
大
飯
店
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
対
象
者
は
令
和
二
年
四
月
以
降
の
入
会

者
で
、
三
十
二
名
が
参
加
。
第
一
回
と
合

わ
せ
て
六
十
四
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
内
訳
は
男
性
二
十
六
名
、女
性
六
名
で
、

出
身
地
区
別
で
は
北
九
州
五
名
、
福
岡
十

一
名
、
筑
後
七
名
、
筑
豊
六
名
、
そ
の
他

三
名
で
し
た
。

　
今
回
の
趣
旨
は
、
県
人
会
の
活
動
紹
介

を
行
い
、
今
後
積
極
的
に
委
員
会
や
同
好

会
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。
そ
の
た

め
、
委
員
会
・
同
好
会
の
関
係
者
（
既
存

会
員
）
十
四
名
お
よ
び
事
務
局
も
加
わ

り
、
総
勢
四
十
六
名
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　
古
賀
信
行
会
長
の
ご
挨
拶
に
続
い
て
、
県

人
会
の
組
織
や
行
事
紹
介
お
よ
び
各
委
員

会
・
同
好
会
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
、
皆

さ
ん
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
既

に
四
名
の
方
か
ら
委
員
会
へ
の
参
加
の
打

診
が
あ
っ
た
と�

の
こ
と
で
す
。

　
さ
ら
に
新
会

員
の
自
己
紹
介

が
行
わ
れ
、
個

性
的
か
つ
興
味

深
い
話
が
連
続

し
、
会
員
の
多
様
性
が
う
か
が
わ
れ
ま
し

た
。
ト
リ
を
飾
っ
た
の
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
の
桜
井
雅
彦
さ
ん
。
即
興
で
演
奏

を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

が
聴
き
惚
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
新
た
な
出
会
い
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
な
が
ら
、
二
十
一
時
す
ぎ
に
記

念
撮
影
を
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

第
２
回 

参
加
者

新
入
会
員

　
荒
木　
俊
幸　
飯
野　
浩
昭

　
伊
東　
美
晃　
稲
田　
　
潤

　
内
田　
直
人　
大
隈　
勝
也

　
鬼
丸　
　
勝　
岡
村　
優
香

　
喜
久
野
俊
和　
菊
原　
光
一

　
國
松　
伸
一　
久
保
田　
綾

　
熊
抱　
裕
子　
古
賀　
芳
和

　
桜
井　
雅
彦　
杉
野　
宣
雄

　
曽
山　
茂
志　
高
橋　
秀
明

　
立
山　
浩
二　
田
中　
達
也

　
田
中　
秀
樹　
田
中　
正
光

　
田
中　
三
惠　
仲
光　
和
之

　
中
村　
明
記　
中
村　
真
一

　
中
村　
祐
輝　
野
口
佳
代
子

　
原　
真
善
美　
平
木　
俊
治

　
廣
瀬　
　
剛　
藤
原　
誠
二

委
員
会
・
同
好
会
・
事
務
局

　
古
賀　
信
行　
鬼
塚　
信
子

　
瀬
戸　
　
渡　
三
喜　
俊
典

　
占
部　
正
尚　
小
倉　
文
子

　
片
山　
紀
雄　
髙
木　
裕
康

　
田
島　
登
吾　
土
井　
　
健

　
友
田　
公
治　
増
野　
千
晶

　
松
行　
俊
二　
與
小
田　
健

古賀会長のご挨拶

�

報
告　
未
来
を
創
る
会
委
員
長

�

占
部　
正
尚 総勢46名全員で 桜井雅彦さんによるミニリサイタル
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萱
原 

裕
子 

写
真
展 

森
か
ら
の
光

会
員
で
写
真
家
の
萱
原
裕
子
様
の
個
展
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

�
（
展
示
作
品
：
カ
ラ
ー
34
点
）

◆
日
時　
10
月
19
日
（
木
）
～
25
日
（
水
）

　
　
　
　
10
時
～
18
時

　
（
日
曜
日
休
館
、
最
終
日
は
15
時
ま
で
）

◆
場
所　

�

ア
イ
デ
ム�

フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
シ
リ
ウ
ス
」

　
　
　
　

�

新
宿
区
新
宿
１-

４-
10

　
　
　
　
ア
イ
デ
ム
本
社
ビ
ル
２
階

　
　
　
　
℡
０
３-

３
３
５
０-

１
２
１
１

　
　
　
　

�

東
京
メ
ト
ロ
丸
ノ
内
線
「
新
宿

御
苑
前
」
駅

　
　
　
　

�

新
宿
門
方
面
出
口
２
分
、
大
木

戸
門
方
面
出
口
２
分

　
　
　
　

�

新
宿
一
丁
目
方
面
出
口
２
分

（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
有
）

　
私
は
久
留
米
に
生
ま
れ
、
高
校
時
代
は

よ
く
近
く
の
筑
後
川
や
篠
山
城
跡
を
友
人

と
散
策
し
ま
し
た
。
お
お
ら
か
に
ゆ
っ
た

り
と
流
れ
、
筑
後
平
野
を
豊
か
に
潤
し
、

命
を
生
み
出
す
筑
後
川
は
私
の
原
点
で

す
。

　
若
い
こ
ろ
に
見
た
映
像
で
、
私
は
水
の

惑
星
で
あ
る
こ
の
地
球
の
美
し
さ
に
、
そ

し
て
そ
こ
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
奇

跡
に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
し
か
し
残

念
な
が
ら
海
洋
汚
染
は
加
速
し
、
自
然
環

境
は
悪
化
す
る
と
い
う
悲
し
い
現
実
が
あ

り
ま
す
。

　
海
に
注
ぐ
川
が
あ
り
、
そ
の
源
流
に
森

が
あ
り
、
そ
こ
に
生
ま
れ
る
霧
か
ら
の
一

滴
の
雫
が
樹
々
を
育
み
、
光
を
浴
び
て
、

森
は
豊
か
に
成
長
し
ま
す
。
森
に
生
き
る

動
物
や
鳥
、
昆
虫
た
ち
の
共
生
を
イ
メ
ー

ジ
し
、
里
山
の
生
き
物
た
ち
も
一
緒
に
、

水
の
豊
か
な
森
を
表
現
い
た
し
ま
し
た
。

カ
メ
ラ
を
通
し
て
樹
や
花
、
命
あ
る
も
の

と
向
き
合
う
中
で
愛
お
し
さ
が
募
り
、
慈

し
み
の
光
に
包
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝

の
気
持
ち
が
あ
ふ
れ
ま
す
。

　
自
然
破
壊
・
自
然
災
害
が
進
む
現
実
が

あ
る
反
面
、
今
あ
る
豊
か
な
存
在
に
も
目

を
向
け
、
大
切
に
守
り
、
愛
し
み
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
個
展
を
開
催
し
ま
す
シ
リ
ウ
ス
ギ
ャ
ラ

リ
ー
は
、
新

宿
御
苑
駅
か

ら
徒
歩
２
分

で
す
の
で
、

秋
の
御
苑
を

散
策
の
折
に

お
立
ち
寄
り

い
た
だ
け
ま

す
と
幸
い
に

存
じ
ま
す
。

同
窓
会
協
力
委
員
会

　
担
当
副
会
長　
三
喜　
俊
典
（
朝
倉
）

　
委　
員　
長　
中
村　
俊
雄
（
三
池
）

　
委　
　
　
員
（
以
下
順
不
同
）

　
伊
東　
美
晃
（
明
善
）

　
永
翁　
利
成
（
福
翔
）

　
伊
藤　
昌
男
（
小
倉
）

　
永
田　
良
二
（
小
倉
）

　
結
城　
謙
吾
（
東
筑
）

　
原
田
耕
太
郎
（
東
筑
）

　
原　
　
忠
雄
（
戸
畑
工
）

　
高
木　
信
明
（
修
猷
館
）

　
三
枝　
美
鈴
（
福
岡
中
央
）

　
篠
原　
政
美
（
八
幡
）

　
石
橋　
昌
祐
（
八
幡
）

　
小
田　
耕
司
（
若
松
）

　
松
隈　
大
作
（
糸
島
）

　
肥
土　
礼
二
（
田
川
）

　
占
部　
正
尚
（
福
岡
）

　
金
城　
琢
磨
（
福
岡
）

　
村
上　
文
啓
（
八
女
）

　
中
里
由
美
子
（
久
留
米
）

　
長
野　
弘
孝
（
育
徳
館
）

　
土
井　
　
健
（
城
南
）

　
白
谷　
政
則
（
伝
習
館
）

　
平
木　
俊
治
（
朝
倉
）

　
平
野　
政
浩
（
鞍
手
）

　
小
磯　
道
夫
（
鞍
手
）

　
眞
崎　
孝
広
（
三
池
）

　
池
田　
隆
之
（
筑
紫
丘
）

２
０
２
３
年
度
初
の
委
員
会
を
開
催

　
残
暑
厳
し
き
８
月
下
旬
、
同
窓
会
協
力

委
員
会
が
21
名
の
委
員
参
集
の
も
と
４
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
に
担
当
副
会
長
の
三
喜
さ
ん
よ
り

ご
挨
拶
い
た
だ
き
、
や
っ
と
こ
ぎ
着
け
た

委
員
会
の
再
開
を
喜
び
、
委
員
の
皆
さ
ん

に
は
あ
ら
た
め
て
協
力
を
お
願
い
す
る
か

た
ち
で
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
懸
案
と
な
っ
て
い
た
不
在
の
ま

ま
の
当
会
副
委
員
長
に
、
明
善
高
校
の
伊

東
美
晃
委
員
を
推
薦
、
委
員
の
皆
さ
ん
の

賛
同
を
得
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
つ
ぎ
に
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て
は
あ

ら
か
じ
め
「
就
活
を
応
援
す
る
会
」
か
ら

開
催
す
る
こ
と
で
委
員
会
の
コ
ン
セ
ン
サ

ス
が
得
ら
れ
て
い
た
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
具

体
的
に
推
進
す
る
た
め
の
小
委
員
会
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
事
前
に
内
諾

を
得
て
い
た
小
倉
高
校
の
永
田
良
二
委
員

を
実
行
委
員
長
に
選
任
、
ま
た
中
心
と
な
っ

て
活
動
い
た
だ
く
幹
事
校
と
し
て
小
倉
高

校
、
東
筑
高
校
、
修
猷
館
高
校
、
田
川
高

校
、
明
善
高
校
、
福
岡
高
校
、
筑
紫
丘
高
校
、

以
上
計
７
校
の
委
員
に
加
え
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
活
用
に
明
る
い
城
南
高
校
の
土

井
健
委
員
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
画

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
今
後
の
活
動
の
方
向
性
に
つ

い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
①
若
手
会
員

が
減
少
し
、
活
動
に
も
支
障
を
き
た
し
て

い
る
。
も
っ
と
学
生
を
引
き
込
も
う
、
②

一
方
通
行
の
講
演
会
方
式
で
は
な
く
双
方

向
の
ブ
ー
ス
方
式
で
学
生
と
対
話
、
③
県

人
会
の
公
的
組
織
な
の
で
活
動
す
る
際
は

就
職
協
定
な
ど
留
意
等
々
。
ほ
か
に
も
貴

重
な
意
見
も
あ
り
、
熱
気
に
あ
ふ
れ
る
委

員
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
今
後
の
活
動

に
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

�

中
村　
俊
雄
（
三
池
）
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物
産
展
情
報

大
九
州
展

会
期　
10
月
４
日（
水
）～
10
月
10
日（
火
）

　
　
　
10
時
～
19
時　
最
終
日
～
17
時

会
場　
高
崎
髙
島
屋　
６
階
催
会
場

　
　
　
12
社
出
展
予
定

　
　
　
高
崎
市
旭
町
45

　
　
　
Ｊ
Ｒ
「
高
崎
駅
」
西
口
５
分

　
　
　
０
２
７-

３
２
７-
１
１
１
１

第
４
回　
大
福
岡
展

会
期　
10
月
12
日（
木
）～
10
月
17
日（
火
）

　
　
　
10
時
～
19
時　
最
終
日
～
16
時

会
場　
東
武
宇
都
宮
百
貨
店

　
　
　
５
階
イ
ベ
ン
ト
プ
ラ
ザ

　
　
　
50
社
出
展
予
定

　
　
　
宇
都
宮
市
宮
園
町
５-

４

　
　
　
東
武
宇
都
宮
線「
宇
都
宮
駅
」直
結

　
　
　
Ｊ
Ｒ
「
宇
都
宮
駅
」
西
口
よ
り

　
　
　
タ
ク
シ
ー
５
分

　
　
　
０
２
８-

６
３
６-

２
２
１
１

福
岡
物
産
展

会
期　
10
月
12
日（
木
）～
10
月
18
日（
水
）

　
　
　
10
時
～
20
時

会
場　
東
急
百
貨
店　
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
店

　
　
　
地
階
催
事
場　
17
社
出
展
予
定

　
　
　
横
浜
市
青
葉
区
美
し
が
丘
１-

７

　
　
　
東
急「
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
駅
」北
口
１
分

　
　
　
０
４
５-

９
０
３-

２
２
１
１

九
州
・
沖
縄
食
彩
典

会
期　
①
10
月
６
日（
金
）～
10
月
11
日（
水
）

　
　
　
10
時
～
20
時　
最
終
日
～
17
時

　
　
　
１
社
出
展
予
定

　
　
　
②
10
月
13
日（
金
）～
10
月
18
日（
水
）

　
　
　
10
時
～
20
時　
最
終
日
～
17
時

　
　
　
６
社
出
展
予
定

会
場　
東
急
百
貨
店　
吉
祥
寺
店

　
　
　
８
階
催
物
場

　
　
　
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
本
町
２-

３-

１

　
　
　
Ｊ
Ｒ
・
京
王「
吉
祥
寺
駅
」西
口
７
分

　
　
　
０
４
２
２-

２
１-

５
１
１
１

福
岡
う
ま
か
も
ん
市

会
期　
10
月
18
日（
水
）～
10
月
24
日（
火
）

　
　
　
10
時
半
～
19
時
半

会
場　
髙
島
屋
日
本
橋
店　
地
下
催
事
場

　
　
　
８
社
出
展
予
定

　
　
　
中
央
区
日
本
橋
２-

４-

１

　
　
　
銀
座･
東
西
線「
日
本
橋
駅
」直
結

　
　
　
０
３-

３
２
１
１-
４
１
１
１

同
好
会
だ
よ
り

第
99
回
皇
居
を
走
ろ
う
!!
同
好
会
福
岡

　

２
０
２
３
年
第
99
回
「
皇
居
を
走
ろ

う
!!
同
好
会
福
岡
」
は
、
９
月
９
日
（
土
）

午
後
５
時
よ
り
、
参
加
者
21
名
が
平
川
門

側
に
集
合
し
て
、
ま
ず
は
開
催
挨
拶
、
自

己
紹
介
、恒
例
の
ラ
ジ
オ
体
操
、集
合
写
真
、

そ
の
後
は
各
自
自
由
に
行
動
。
前
日
の
台

風
が
嘘
の
よ
う
な
天
気
に
な
り
、
楽
し
い

皇
居
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
し
た
。

　
私
は
今
回
で
10
回
目
の
参
加
で
す
。
最

年
長
を
キ
ー
プ
し
、
皇
居
周
り
の
景
色
を

堪
能
し
、
季
節
を
感
じ
な
が
ら
歩
い
て
い

ま
す
。
毎
回
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。
警

備
の
お
巡
り
さ
ん
に
“
お
疲
れ
さ
ま
”
と

声
を
か
け
る
の
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
皇
居
ラ
ン
ニ
ン
グ
後
は
、
希
望
者
（
19

名
）に
よ
る
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
月
の
１
０
０
回
記
念
に
向
か
っ
て
、
意

気
込
み
の
あ
る
力
強
い
乾
杯
の
音
頭
で
始

ま
り
ま
し
た
。
懇
親
会
で
よ
く
お
世
話
に

な
る
“
お
せ
っ
か
い
屋
”
は
鳥
料
理
が
新

鮮
で
美
味
し
い
で
す
よ
。
冬
は
鍋
、
今
は

カ
レ
ー
が
絶
品
で
す
。
盛
り
上
が
っ
て
う

る
さ
く
な
る
私
た
ち
に
最
高
の
気
配
り
で

接
し
て
く
れ
ま
す
。

　
毎
回
、
初
参
加
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
ネ
ッ
ト
で
た
ま
た
ま
見
付
け
た
と
い

う
人
、
大
会
を
目
指
し
て
真
剣
に
調
整
す

る
人
、
私
み
た
い
に
ひ
た
す
ら
歩
く
人
。

ど
な
た
で
も
、
い
つ
で
も
大
歓
迎
で
す
。

　
楽
し
い
同
郷
の
仲
間
と
、
あ
る
い
は
健

康
維
持
や
体

力
強
化
の
た

め
に
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
＆
ラ

ン
の
仲
間
と

一
緒
に
、
気

持
ち
の
良
い

汗
を
流
し
ま

せ
ん
か
？
皆

様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

�

（
報
告
者　
中
里　
由
美
子
）

次
回　

第
１
０
０
回 

開
催
連
絡

日　
時
：
令
和
５
年
10
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
半
～　

集　
合
：�

皇
居
南
端
「
桜
田
門
」

　
　
　
　
健
康
マ
ラ
ソ
ン�

時
計
塔
付
近

着　
替
：�「
ラ
フ
ィ
ネ・ラ
ン
ニ
ン
グ
ス
タ

イ
ル
Ｎ
ｅ
ｏ
店
」が
便
利
で
す

（
８
０
０
円�

電
子
決
済
の
み
）

　
　
　
　

�

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
一
丁

目
１
番
２
号

　
　
　
　

�

東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
日
比
谷　

Ｍ
Ｂ
１
Ｆ

参
加
費
：
無
料

　
　
　
　
懇
親
会
は
別
途
実
費
負
担

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

�

世
話
人　
土
井
・
糸
山
・
田
中

０
９
０-

７
０
０
７-

３
６
２
７
（
携
帯
）

�
takecs@

nifty.com

同
好
会
公
式
サ
イ
ト
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

https://lit.link/kokyorun2015fukuoka
YouTube

サ
イ
ト
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取
り
に
て
閲
覧
可
能
で
す
。

「
１
０
３
通
吏
門
の
会
」
次
回
案
内

日　
　
時　
11
月
23
日
（
木
・
祝
日
）

集　
　
合　
９
時
45
分

　
　
　
　
　
西
武
池
袋
線
飯
能
駅
改
札

行　
　
先　

�

能
仁
寺
→
天
覧
山
（
１
９
５
ｍ
）

→
多
峯
主
山
（
２
７
１
ｍ
）

所
要
時
間　
５
時
間

雨
天
中
止
（
前
日
17
時
ま
で
に
連
絡
）

世
話
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牛
島
康
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元
々
、
ド
イ
ツ
語
で
小
さ
な
庭
を
意
味
す
る
「
ク
ラ

イ
ン
ガ
ル
テ
ン
」
は
、
ド
イ
ツ
で
は
二
〇
〇
年
の
歴
史

を
持
つ
貸
農
園
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
日
本
で
も
こ
れ
に

倣
い
、
泊
ま
れ
る
小
屋
を
併
設
し
た
、
一
〇
〇
坪
前
後

を
一
区
画
と
し
た
滞
在
型
貸
農
園
が
、
全
国
に
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
。

　
草
花
や
ハ
ー
ブ
な
ど
の
プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
を
始
め
て

数
年
が
経
ち
、
地
植
え
で
野
菜
や
植
物
を
育
て
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
都
心
で
は
市

民
農
園
の
よ
う
な
も
の
は
見
つ
か
ら
ず
、
た
ど
り
着
い

た
の
が
千
葉
県
の
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
で
し
た
。
ち
ょ

う
ど
次
年
度
の
借
り
手
を
募
集
し
て
お
り
、
こ
の
春
か

ら
憧
れ
の
農
園
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
い
ざ
、
ま
っ
さ
ら
な
畑
を
前
に
し
た
と
き
に
は
、
何

か
ら
始
め
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
最
初
の
週
は
土

を
掘
り
返
し
て
ク
タ
ク
タ
に
な
り
帰
宅
し
ま
し
た
。

　

初
心
者
向
け
の
本
を
買
い
、
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
、

YouTube

で
勉
強
し
、
週
末
に
実
践
の
繰
返
し
で
す
。

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
六
月
初
旬
に
じ
ゃ
が
い
も
、

農
園
生
活

�

こ
と
は
じ
め

原は
ら

　
沢さ

わ

　
由ゆ

　
美み

そ
の
後
は
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
シ
シ
ト
ウ
、

万
願
寺
と
う
が
ら
し
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
枝
豆
と
順
調

に
夏
野
菜
が
収
穫
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
西
瓜

や
ま
く
わ
う
り
も
栽
培
で
き
た
た
め
、
フ
ル
ー
ツ
代
わ

り
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
で
は
金
曜
日
に
仕
事
を
終
え
、
夕
日
を
見
な
が
ら

畑
に
向
か
う
車
内
が
至
福
の
時
間
で
す
。
畑
を
耕
し
、

種
を
撒
き
、
苗
を
植
え
て
、
雑
草
を
と
り
、
水
を
ま
き
、

実
が
で
き
た
ら
収
穫
。
食
べ
な
が
ら
次
の
栽
培
の
た
め

に
種
を
採
取
し
て
来
年
に
備
え
ま
す
。

　
流
通
網
が
発
達
し
て
い
る
現
在
は
、
た
く
さ
ん
の
種

類
の
食
材
が
手
に
入
り
ま
す
。し
か
し
、昔
は
こ
う
や
っ

て
そ
の
地
で
で
き
た
も
の
で
工
夫
し
て
、
食
事
を
し
て

い
た
ん
だ
ろ
う
な
と
少
し
原
点
に
帰
っ
た
よ
う
な
気
に

な
り
ま
し
た
。
い
た
だ
き
も
の
の
梅
と
、
畑
に
勝
手
に

生
え
て
く
る
赤
し
そ
で
梅
干
し
を
作
り
な
が
ら
、
食
材

を
ム
ダ
に
し
な
い
工
夫
は
よ
く
考
え
ら
れ
た
こ
と
だ
と

改
め
て
感
心
し
ま
し
た
。
週
末
だ
け
で
す
が
農
園
生
活

を
始
め
て
み
て
、
新
鮮
な
野
菜
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
廃
棄
ロ
ス
が
出
な
い
よ
う
努
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
農
作
業
の
お
か
げ
で
足
腰
が
強
く
な
り
、
野
菜
を
消

化
す
る
た
め
外
食
が
減
り
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
も
あ
り
ま

す
。
困
っ
た
こ
と
は
、と
に
か
く
陽
に
焼
け
る
こ
と
と
、

食
べ
き
れ
な
い
野
菜
の
引
取
り
手
を
探
す
苦
労
で
し
ょ

う
か
。
幼
か
っ
た
こ
ろ
の
よ
う
に
虫
の
声
を
聴
き
、
星

空
を
眺
め
る
生
活
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
大
好
き
な
里
芋
は
背
丈
を
超
え
る
よ
う
な
大
き
な
葉

と
な
り
秋
の
収
穫
を
待
っ
て
い
ま
す
。
秋
の
夜
長
は
冬

野
菜
の
勉
強
と
な
り
そ
う
で
す
。

1964年� 山口県生まれ
1983年� 福岡県立修猷館高等学校卒業
1987年� 東京女子大学史学部卒業
現　 在� 一般社団法人日本建築あと施工アンカー協会

15 東京と福岡

（
カ
ッ
ト
　
瀬
知
エ
リ
カ
）



　
「
東
京
と
福
岡
」の
著
作
権
は「
東
京
福
岡
県
人
会
」ま

た
は「
原
著
者
」に
帰
属
し
ま
す
。無
断
複
写
転
載
を
厳
禁

し
ま
す
。

　
「
東
京
と
福
岡
」に
つ
い
て
の
ご
意
見
は
事
務
局
ま
で
。

　

E-m
ail:info@

fukuoka-kenjinkai.jp

〈
表
紙
題
字
　
緒
方
竹
虎
筆
〉

◇
　
編
　
集
　
後
　
記
　
◇

　
コ
ロ
ナ
以
前
の
日
常
が
戻
り
、
マ
ス
ク
姿
の

人
が
目
立
っ
て
少
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
熱

帯
か
と
思
え
る
暑
さ
が
続
き
、
往
生
す
る
日
々

が
続
い
て
い
る
。

「
郷
土
の
先
達
」
は
西
鉄
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
黄
金

期
に
活
躍
し
た
河
野
昭
修
内
野
手
を
牛
島
編
集

長
が
取
り
上
げ
た
。
西
鉄
ラ
イ
オ
ン
ズ
も
、
も

は
や
伝
説
上
の
球
団
と
な
っ
た
の
か
、
河
野
選

手
を
知
ら
な
い
人
が
増
え
て
き
て
寂
し
い
気
が

し
て
い
る
。

「
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
」
は
今
年
米
寿
を
迎
え
ら

れ
、
益
々
元
気
一
杯
の
下
河
秀
行
さ
ん
を
大
隈

事
務
局
員
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
柳
川
市
の

観
光
大
使
、
地
元
で
の
街
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
情
報
紙
の
発
行
な
ど
各
方
面
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
辺
り
に
若
さ
を
保
た
れ
て

い
る
秘
訣
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

「
あ
の
ひ
と
こ
の
ひ
と
」
は
下
園
博
也
さ
ん
と

國
松
伸
一
さ
ん
の
登
場
。
現
役
バ
リ
バ
リ
世
代

の
お
二
人
に
会
の
活
動
に
参
加
い
た
だ
き
、
今

後
、
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
お
茶
に
せ
ん
ね
」
は
原
沢
由
美
さ
ん
に
寄
稿

い
た
だ
い
た
。
最
近
、
野
菜
作
り
に
は
ま
り
、

腕
も
良
い
ら
し
く
食
べ
き
れ
な
い
野
菜
に
囲
ま

れ
嬉
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
由
。
ゴ
ル

フ
も
お
上
手
で
多
芸
の
人
で
あ
る
。

�

田
島　
登
吾
（
県
人
会
事
務
局
長
）

◇
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
後
記
　
◇

　
今
年
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
て
も
な
お
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
面
で
、
精
力
的
に
ご
活
躍
中
の
下
河

秀
行
さ
ん
。
こ
の
精
神
的
な
若
々
し
さ
は
、
現

在
お
住
ま
い
の
街
や
郷
土
に
対
す
る
深
い
愛
情

あ
っ
て
の
こ
と
と
、
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
回
、
下
河
さ
ん
と
接
す
る
中
で
、
私
の
好

き
な
詩
人
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
の
『
青
春

の
詩
』
の
一
節
が
思
い
浮
か
び
ま
し
た
。

「
青
春
と
は
人
生
の
あ
る
期
間
を
言
う
の
で
は

な
く
心
の
様
相
を
言
う
の
だ
。
逞た

く
ま

し
き
意
志
、

優
れ
た
創
造
力
、
炎も

ゆ
る
情
熱
、
怯き

ょ
う
だ懦
を
却し

り
ぞ

け

る
勇
猛
心
、
安
易
を
振
り
捨
て
る
冒
険
心
、
こ

う
い
う
様
相
を
青
春
と
言
う
の
だ
。
年
を
重
ね

る
だ
け
で
人
は
老
い
な
い
」

　
私
も
強
い
心
を
持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
青
春

を
謳
歌
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

大
隈　
勝
也

　東京福岡県人会の皆様におかれ
ましては、日頃より多大なるご厚情
を賜り、心より御礼申し上げます。
　表紙の人物は室町時代に学僧
であった栄

えい

林
りん

周
しゅう

瑞
ずい

禅
ぜん

師
じ

です。明
時代の中国から茶の種子を持ち帰
り、鹿子尾村の庄屋、松尾太郎五
郎久家氏にその種子を与え、栽培
法、製茶法等を伝授したといわれ
ており、八女茶として発展し今年
で600年を迎えます。
　毎年、八十八夜（５月２日）に
師の不滅の遺徳をたたえしのび、

併せて八女茶の弥栄を祈念することを目的として「献茶
祭」を開催しています。
　脈々と受け継がれてきた八女茶は今年８月、第77回全
国茶品評会において「玉露の部」で１等１席（農林水産
大臣賞）及び産地賞に輝きました。産地賞は23年連続の
受賞であり、生産者の皆様が伝統を守りながらも日々研
鑽を重ねてこられた結果だと感じております。
　10月28日には、先人達への感謝と未来の100年に繋が
るお茶づくりの契機として「福岡の八女茶発祥600年祭記
念式典」を開催します。併せて「全国お茶まつり福岡大会
式典」も本市で開催されることから、令和５年度を八女茶
の年と位置付け、年間を通して八女茶の素晴らしさや歴史・
伝統を国内外へ発信しているところです。28、29日は福
岡市（福岡大名ガーデンシティ・大濠テラス）や北九州市（小
倉城庭園・リバーウォーク北九州）においてもお茶まつり
のイベントが開催されますのでぜひお越しください。
　また、八女茶の普及やおもてなしの心、その他茶の文
化の醸成を図るとともに、心の癒やしや健康的な生活の
向上、地域経済の活性化等を目的として「八女茶でまち
づくり条例」を制定いたしました。これからも、関係機
関の皆様とともに産地が一丸となった取り組みを進めて
まいります。
　八女茶をはじめ、先人たちからの歴史、文化、産業を
次世代の子どもたちへ伝えるとともに、いつまでも安心
して暮らせるまちづくりを進めています。今後とも八女
市を応援いただきますようお願い申し上げます。

八女茶発祥600年！

八女市長

三
み

田
た

村
むら

 統
つねゆき

之

会
員
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向
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入
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◇
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月
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日
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介
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萱
原　

裕
子
（
久
留
米
市
）�瀬
戸　
　
渡

川
口　

雅
史
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祐
多
（
福
岡
市
）�
田
中　
　
朋

塩
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佳
子

柴
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芳
彰
（
飯
塚
市
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イ
ン
タ
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ネ
ッ
ト

須
郷　

知
徳
（
福
岡
市
）�

出
光　
正
道

武
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茂
子
（
大
牟
田
市
）�高
井
良
副
市
長

田
中
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美
子
（
飯
塚
市
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田
中　
達
也
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中　
　

朋
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岡
市
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田
島　
登
吾

永
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良
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（
北
九
州
市
）�イ
ン
タ
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ネ
ッ
ト

中
村　

祐
輝
（
福
岡
市
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

花
田
扶
弘
美
（
飯
塚
市
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柴
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芳
彰

森
田　

晴
子
（
柳
川
市
）�

熊
抱　
裕
子

◇
訃
　
報
◇

　

東
京
福
岡
県
人
会
の
男
性
最
高
齢
会
員

宮
川
一
二
氏
が
令
和
五
年
八
月
二
十
一
日
、

逝
去
さ
れ
ま
し
た
（
享
年
一
〇
三
歳
）。

　

八
女
市
黒
木
町
ご
出
身
で
、
中
学
修
猷

館
を
ご
卒
業
。
会
報
『
東
京
と
福
岡
』
が

届
く
こ
と
を
毎
月
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た

と
の
こ
と
。

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

�
東
京
福
岡
県
人
会
理
事　
大
隈　
勝
也

16令和５年10月１日
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